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[支店長方針]

★ 職長に専用のヘルメットを導入する

★ 現場全員が名前で呼び合う風土づくりを進める

★ 安全推進の日に各作業所で作業員を表彰

★ 全国安全週間、労働安全衛生週間に曜日毎に行事を設定

★ 酷暑期の１時間ごとの休憩、朝の体操など、現場施工サイクルのみえる化を図る

★ 研修センターでＶＲによる疑似体験を進める

● 新ＫＹＴ用紙についてデジタル化、他帳票との連携させるなど進化させる

■ 一次請負業者による『自主パトロール』を継続

■ 毎月初めを『安全推進の日』と定め、各種安全推進の取組みを実施する

※作業所長自らの言葉で全作業員へ語りかける

※朝礼進行表を策定し確認と指示を適切に行う

令和６年度 建築支店 年度経営計画

【安全】

● 若手社員の『自主パトロール』を継続

● ヒヤリハットの収集と水平展開

■ 『法令問題』を継続

■ 施工検討会で『要点確認リスト』による議論

■ 『推奨パトロール』を継続

■ ＲＣ現場での墜落防止の取組を徹底する

[行動目標]

これまでの安全の取組
み（法令順守、施工検
討会など）を継続・充実
させることによ り安全Ｐ
ＤＣＡの充実を図る

元請と協力会社が連携
して、現場の安全意識
向上につながる各種取
組をひとつひとつ丁寧
に進め、一体感のある
現場とすることで重大
災害を防止する

【凡例】
★：<新規取組>
●：<継続レベルアップする取組>
■：<継続定着させる取組>
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年度初4月17日のオーナー研修で説

明させていただきましたが、重要な

ところ、皆様に関わるところを再周

知させていただきます。

② 年度経営計画の具体的実施行動の再確認



①継続レベルアップする取組

③新規取組

分 類

②継続定着させる取組■

★

●



①継続レベルアップする取組

③新規取組

分 類

②継続定着させる取組

1.若手社員による自主パトロール
2.ヒヤリハットの収集と水平展開
3.新KYT用紙についてデジタル化

※重要なところ、皆様に関わる
ところを赤文字で示しています。



①継続レベルアップする取組（①－2）

2.ヒヤリハットの収集と水平展開
協力会社様

毎月の安全衛生協議会前後に協力会社さんにしてもらって
いるパトロールでのちょっとした「ヒヤリハット」を教え
てください。
事故の型分類を行い、次月以降の安全目標に盛り込み、水
平展開を行っていきます。

安協時安パト内容発表状況協力会社現場パトロール点検表

様式は問いません

大鉄工業社員



①継続レベルアップする取組（①－3）

3.新KYT用紙についてデジタル化

プリントアウトしたKY用紙大鉄社員はiPhone等で確認可能

職長さんの個人スマホで打込み可能 打込み画面

現在、西中島住
宅作業所で他の
安全書類との連
携を試行中。
現場に来てから
KY用紙を記入
するのではなく、
空いた時間に打
込み、確認がで
きます。

協力会社様

大鉄工業社員



①継続レベルアップする取組

③新規取組

分 類

②継続定着させる取組

1.法令問題
2.施工検討会で『要点確認ﾘｽﾄ』による議論
3.推奨パトロール
4.RC現場での墜落防止の取組を徹底する
5.一次請負業者様による『自主ﾊﾟﾄﾛｰﾙ』
6.『安全推進の日』に安全推進の取組みを実施

※重要なところ、皆様に関わる
ところを赤文字で示しています。



②継続定着させる取組（②－4）

4.RC現場での墜落防止の取組を徹底する
昨年度、発生した『墜落事故』を繰り返さないために…

協力会社様

大鉄工業社員



②継続定着させる取組（②－4）

RC現場での墜落防止の取組を徹底する

   
・元請としてのチェック強化 
社員 作業員さんへの声掛け指導の徹底。
大規模現場において、最上階にWEB
カメラを設置し、不使用者をチェック
させてもらっています。
カメラ設置現場：木場、西中島、片町他
今後、西喜連、西三国、柴島、下山手等 RCでスラ
ブ型枠がある現場は全て。

・親綱設置の増強を行っています。
※当面の間、安全パトロールの重点
指導事項とする。
※本部と合同で基本的な親綱設置方法
を人形実験にて検討中

この事故で追加されたビラ
（墜落について）

対 策

昨年度、発生した『墜落事故』を繰り返さないために…



②継続定着させる取組（②－4）

RC現場での墜落防止の取組を徹底する
カメラ設置状況

カメラからの映像写真を事務所等で確認

設置することで、作業員さんの「見られてい
る」という意識を強めています。
作業状況を随時確認していますので、不安全
行動や安全帯未使用の作業員さんがいれば、
即注意・是正します。指示に従っていただけ
なければ退場を命じることもあります。



②継続定着させる取組（②－4）

RC現場での墜落防止の取組を徹底する
親綱張りめぐらせている写真

人形での実験 基本的な親綱設置方法を検討中

基準階までに現場に合った親綱の張り方を
作業所と打合せしてください。



実施記録表の

「見える化」
をしています

※実施記録表の掲示
見える化により
『やってる・やってない』の
もどかしさを無くしました。
記録表は事務所入口付近に貼
っています。パトロール終了後、
所長との確認会話ができたら、
表に○印と実施日を記入して
下さい。

対象：請負金額が300万以上の
一次協力会社様（税抜き）

回数：主要作業日に1回/月
提出：作業所長まで

書式 公開F（125）

現場の安全状態維持

②継続定着させる取組（②－5）

5.一次請負業者さんによる
『自主ﾊﾟﾄﾛｰﾙ』を継続

2023年度は延630社、1550回以上の
自主パトが実施されました。
ご協力ありがとうございました。

協力会社様

大鉄工業社員



●実施時期、方法等については作業所長とオーナーさん等が打合
せして下さい。

●パトロールは各社さんが請け負っている工事の範囲のみです。
（他社の工事は関係なし）

●パトロール用紙に各社さんで 優・良・指導 等を判断して下さい。
●実施者は1次のオーナーさん、又は担当者さん等、実際に安全
を指導出来る方が実施して下さい。

●不備は不備でしっかり記載してもらい、不備があれば速やかに
是正。該当なしの項目は抹線して下さい。

●現場事務所に掲示している記録表に、〇印を記入して下さい。
●パトロール用紙原本はオーナーさん等が持ち帰ってください。
コピーはその作業所で保管します。

●パトロール用紙の変更はなく、要領も昨年度と同じです。

②継続定着させる取組（②－5）

書式 公開F（125）

要領のおさらい



流れのイメージ

①契約時or事前
・案内と点検用紙を受取る
・趣旨を説明を受ける
・方法、実施時期を協議する

②一次事業者さんによるパトロール実施
・工事着手時とか
・機器や作業員が多い時とか

③作業所長と直接確認会話を行ってください。
※ここが一番重要だと思っています

④原本は
持ち帰って
ください

写

写しは現場保管

実施記録表
に〇印（見える化）
事務所に掲示

②継続定着させる取組（②－5）



6-1.安全について考えてみる

「安全推進の日」の、朝礼時に
このビラを全作業員さんへ1枚
ずつ配布します。
全員が手に持って見て欲しい。

このような、簡単な『安全ビラ』を
安推部で作成しています。12種類
その中から選んでください。

※安全推進の日には、
安推部・支店幹部も可能な限り
各朝礼へ参加致します。

書式 公開F（202）

②継続定着させる取組（②－6）

6.毎月初めの『安全推進の日』に、
各種安全推進の取組を継続

※作業所長の言葉には
重みがあります。

作業所長自身の言葉で、このビラ
をネタにして、安全指導や所長の
思い、又、腹に落ちるような安全
講和をします。

協力会社様

大鉄工業社員



6-2.要点を明確にした朝礼の実施
（確認と指示）

※朝礼進行表の作成

各作業所では現場特情に合った朝礼進行表を
作成しています。
日々、進行表に従って、作業員さんの意識が
高まるよう進めています。

書式 公開F（009）

参考

昨年度から進行表の取組を始めて、各作業所の
特情に応じて、基本統一された朝礼進行となっ
てきました。

朝礼・夜礼は「安全の要」でもあり、確認と指
示は適切かつ明確にする必要があります。

②継続定着させる取組（②－6）

朝礼のあり方を考えて頂き、朝礼に参加する社
員と作業員さんの意識が高まるよう工夫すると
共に、要領良く進めて欲しいと思います。
朝礼のやり方次第で、その日の安全管理に要す
る時間も削減できると思います。

協力会社様

大鉄工業社員



挙手することにより、職長さ
ん・作業員さん、また当社社
員の安全意識も高まります。

②継続定着させる取組（②－6）

赤
字
の
項
目
は
基
本
ど
の

現
場
で
も
確
認
し
ま
す



①継続レベルアップする取組

③新規取組

分 類

②継続定着させる取組

1.職長に専用のヘルメットを導入
2.現場全員が名前で呼び合う風土づくり
3.安全推進の日に各作業所で作業員を表彰
4.全国安全週間、労働安全衛生週間に行事を設定
5.現場施工サイクルのみえる化
6.研修センターでVRによる疑似体験

※重要なところ、皆様に関わる
ところを赤文字で示しています。



③新規取組（③－1）

1.職長に専用のヘルメットを導入

実施現場
１．西喜連住宅（大規模現場）
２．和泉警察署（中規模現場）
３．竜野駅（JR現場）

・職長さんの明確化
・職長さんの誇り・やりがいを喚起
・注意しあう風土、作業員さんの安全意識向上
・職長さん同士の下打合せや事務作業ができる職長専用の
部屋またはブースの設置

等 職長さんの区別化を図ります。

JR工事では赤色ヘルメットが
NGの為、黄緑色で実施します。

大鉄工業社員

協力会社様



③新規取組（③－2）

2.現場全員が名前で呼び合う風土づくりを進める

前年度、上記の4種類の
名前シールをヘルメット
左側面に貼ってもらうよ
うにお願いしましたが、
今年度はヘルメット正面
にもシールを追加予定で
す。

白色：65歳未満、橙色：65歳以上、黄色：外国人労働者
（1年未満の技能実習生は初心者マーク）

ライトなし
ライトあり
紐あり

ライトあり
紐なし

協力会社様大鉄工業社員



③新規取組（③－2）

現場全員が名前で呼び合う風土づくりを進める

●名前で呼ぶことによっての親近感
「○○さん、あぶないよ！」「○○さん、おはよう」など
と呼び合うことでの親近感。指示をきちんと受け止めよう
という気持ちになっていくと思います。

●合わせて一声かけ運動の実施
仲間に気づきを与えたり、災害を未然に食い止める活動。

一声かけ運動看板

※声掛けはコスト「０」です！
どんどん声を掛けましょう！！



③新規取組（③－3）

3.安全推進の日に
各作業所で作業員さんを表彰

・現場規模、工程、協力会社の数に合わせて作業所内で表彰時期や頻度を
あらかじめ決める。

・基本は職長さんとするが、該当しなければ作業員さん・協力会社さんで
も可。
・該当月が無事故の職長さんまたは協力会社さん。
・現場への提案をしてくれた職長さんまたは協力会社さん。
・自主パトロールを実施し事故を未然に防いでくれた。
・ヒヤリハットの報告をたくさんしてくれた。

等々、考慮して作業所ごとに表彰者を決めます。

※安全に係らず、品質・
環境等の内容でも可と
します。

協力会社様

大鉄工業社員



大鉄工業社員

③新規取組（③－4）

4.全国安全週間、労働安全衛生週間
曜日毎に行事を設定(年2回) 協力会社

全国安全週間
（7/1～7/7）

労働安全衛生週間
（10/1～ 10/7）

週間行事予定表
（例）

2023年度版2024年度版

済



③新規取組（③－4）

4.全国安全週間の取組表の作成



③新規取組（③－5）

5.現場施工サイクルのみえる化
（マグネット式）

・酷暑期の１時間ごとの休憩
・寒冷期、朝や休憩後の準備体操
など

※現場の一日の施工サイクルを
見える化する

マグネットシートで張替えが可能としています
酷暑期：7～9月
寒冷期：12～2月
通常期：上記以外

現場の特情に合わせて
時期を決めてください。

2023年度 井高野住宅(作)で施行済

協力会社様

大鉄工業社員
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令和6年 建築支店 安全大会



●まずは予防・管理

③ 熱中症について

安全ポスター
（２か月毎）

９月まで掲示予定です

“作業員さんの眼に
つきやすい箇所
+トイレ”

に貼っています。



●安全衛生協議会等で皆さんには見ていただいています。

武藤

西岡



いくら熱中症予防をしていても、
体調や環境によっては、なる時はなります！！

迷わず救急車の手配！

もし、熱中症の症状が見られたら・・・

これは絶対に守ってください。
自車で病院に連れて行く途中で症状が
急変し、重症化する恐れもあります。



●熱中症が発生した場合の報告

熱中症発生時にほしいもの

※診断書と聞き取り調査表
の提出をお願いします。
新規入場者調査票も提出し
ますので、抜けなく記入を
お願いします。

診断書（後ほど）

熱中症聞取り調査表（復帰後）
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2024年６月１９日
うめきた地上駅舎作業所で

重大災害「墜落事故」が発生

鉄骨柱の耐火塗装を行っており、塗装状態を確認す
る際、設置してあった親綱に墜落制止用器具を使用
せずに作業床から身を乗り出し、誤って約7ｍ下の
1階ｺﾝｸﾘｰﾄ床面に墜落した。（推定）
（被災程度：左上腕首幹部骨折、腰椎第４、５左横突起骨折、
閉鎖枝動脈損傷 休業４日以上）

36

④ その他 お伝えしたいこと（１）



発生日時：2024年6月19日(水) 16:05頃
発生場所：２階吹き抜け部エスカレーター左横、鉄骨柱付近
概 況：当日は鉄骨柱の耐火塗装を行っており、塗装状態を確認する際、設置してあった

親綱に墜落制止用器具を使用せずに作業床から身を乗り出し、誤って約7ｍ下の
1階ｺﾝｸﾘｰﾄ床面に墜落した。（推定）
（被災程度：左上腕首幹部骨折、腰椎第４、５左横突起骨折、閉鎖枝動脈損傷
休業４日以上）

型の分類：墜落
原 因：装着していた墜落制止用器具を使用せずに作業床から身を乗り出したため（推定）

うめきた地上駅舎作業所 鉄骨柱塗装中に足場から墜落（2024年6月19日）

断面図

発生箇所

ESC
A

全体平面図

発生箇所
２F

１F

ESC
A

現場写真・断面詳細図



枠組足場とESCの隙間から１階床に墜落

うめきた地上駅舎作業所 鉄骨柱塗装中に足場から墜落（2024年6月19日）

枠
組
足
場

雨養生シート

鉄骨柱
□200
角

120

370≒500

親綱

200

鉄骨梁
W⁼300

塗装状況の確認のため身を乗り出したが
安全帯を使用していないかった（推定）

高さ7mから墜落

高さ７ｍから墜落

当日は雨養生シートがあり足場から作業できなかった
＜前週＞
作業班：足場から３面、ESCから
１面の塗装を行った(1～3層塗り)

＜6/17＞
大鉄：雨の予報であったので、雨
養生として応急的にシートを設置
（周知できていなかった。）

＜6/19当日午後＞
作業班：第4層を完了し、第5層作業
中に墜落
※ESC上にﾛｰﾗｰ等が残っているので、
塗装状態の確認中に墜落と推定

＜6/19当日＞
作業班：現地でシートが張られてい
ることを知り、社員に相談せず作業
方法を検討し、ESCからの４面作業
とすることとした

隙間
親綱

１F

２F

開口部分



うめきた地上駅舎作業所 鉄骨柱塗装中に足場から墜落（2024年6月19日）

原因・背後要因

被災者は、墜落制止用器具を着用して
いたが、使用していなかった

対 策（案）

元請及び協力会社は、あらゆる機会（朝礼、昼礼、夜礼、
打合せ時、現場巡回時、周知会、安全衛生協議会等）を
通じて、墜落制止用器具の使用の徹底（及び周知）を図
る

作業員グループは、作業計画どおり作
業できない状況が発生したが、元請に
相談せず、不安全な状態での作業を行
うこととした

対 策

元請は、作業環境が大きく変化したが、
関係職長等に周知しなかった

当該箇所には、親綱は設置されていた
が、落下養生等はされていなかった

協力会社（職長）は、計画どおり作業ができない場合は、
一旦立ち止まり、元請に相談し、計画の見直しを行うこ
とを徹底する

元請は、作業環境が変化した場合は、朝礼・昼礼などで、
関係職長等へ伝達する

身を乗出す作業等がある開口部には、落下防護措置の設
置を徹底する
※当該箇所はブラケットによる養生を追加する

※当該作業所へは、当面（高所作業が多い期間）、建築支店安全担当等が毎日点検を実施
建築本部も週１回以上、点検を実施



昨年度、発生した東喜連作業所の「墜落事故」以降、
建築本部・協力会社さん含めて「墜落」に対して感
度を上げて取り組んできました。
今後も引続き、東喜連とうめきたの対策を行ってい
きます。

そして、作業員さんに「墜落」の怖さを知ってもら
う（動画等を用いた）働きかけを行っていきたいと
思います。同時に使いやすい安全な設備もみなさん
協力会社さんと一緒に取り組んでいきますので、よ
ろしくお願いします。
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④ その他 お伝えしたいこと



安全管理の仕組み
（線路内作業）

線路内は危険性が非常に高い事から、建築工事では
列車運行中の線路内には絶対に立ち入りません。
線路内作業が発生すれば、大変多くの手続きや教
育・適性の管理が必要となります。
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④ その他 お伝えしたいこと（２）

JR関係工事を請け負われている皆様へ



ホームさく等

ホーム端エリアホーム端エリア
＋ ＋＋

おおむね１.５ｍ
（警告ブロック）

線路に近接する範囲

建築限界

触車事故防止に関する範囲

線路内（建築限界）
線路内

（建築限界）

触車事故防止に関する範囲

２.０ｍ

おおむね１.５ｍ
（警告ブロック）

線路に近接
する範囲

防護さく等

JR関係工事を請け負われている皆様へ

線路内範囲
（建築では運行時間には

絶対に入りません）

線路近接範囲
（通常、運行時間に
ここの作業はありません）作業場所の考え方

営業線近接工事の扱い
（厳しいルールが
適用される範囲）

ホーム

42

⑤その他（既に取り組んでいますが、確認のためにお伝えします)

ホーム



JR関係の工事をしておられる皆様へ
線路内作業が発生すれば、「安全管理の仕組み」に則り
作業を進めなければなりません。

基本的に建築工事では線路内作業がありません。

もし、他支店等で線路内作業をすることがあれば、協力
会HPに展開していますので、参考にしてください。
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⑤その他（既に取り組んでいますが、確認のためにお伝えします)



① 年度支店長方針の再確認

② 年度経営計画の具体的実施行動の再確認

③ 熱中症について

④ その他 お伝えしたいこと

⑤ 本日の表彰について

令和6年 建築支店 安全大会



大鉄工業では、多大なご協力を頂いている、
協力会社様、及び職長様を表彰させて頂く制度
が3種類あります。

一つが、本社企画部が主催する社長表彰・優良
職長表彰です。

二つ目が、本日開催の建築支店が主催する、
安全大会の安全表彰です。

三つ目が、本社安全推進部が主催する、
全社安全大会の安全表彰です。

⑤ 本日の表彰について



主催部店 表彰種別 主な表彰要件 今回

本社
 企画部主催
（社長表彰）
５月

年度協力会社表彰
（会社）

・取引継続年数 ・工事量
・過去の事故事象 他

優良職長認定表彰
（職長）

・職長としての経験 ・作業所での功績
・作業所での従事実績（大鉄内） 他

建築支店主催
（安全大会）

7月

安全優良賞
（会社）

・取引継続年数
・前年度重大事象無し ●

安全優良者賞
（職長）

・安全衛生管理活動の推進
・前年度重大事象無し ●

本社 
 安全推進部主催
（安全大会）
９月

安全優秀賞
（会社）

・建築支店安全表彰受賞会社
・安全衛生管理活動にご尽力されている

安全功績賞
（職長）

・建築支店安全表彰受賞会社
・安全衛生管理活動にご尽力されている

⑤ 本日の表彰について



主催部店 表彰種別 主な表彰要件 今回

本社
 企画部主催
（社長表彰）
５月

年度協力会社表彰
（会社）

・取引継続年数 ・工事量
・過去の事故事象 他

優良職長認定表彰
（職長）

・職長としての経験 ・作業所での功績
・作業所での従事実績（大鉄内） 他

建築支店主催
（安全大会）

7月

安全優良賞
（会社）

・取引継続年数
・前年度重大事象無し ●

安全優良者賞
（職長）

・安全衛生管理活動の推進
・前年度重大事象無し ●

本社 
 安全推進部主催
（安全大会）
９月

安全優秀賞
（会社）

・建築支店安全表彰受賞会社
・安全衛生管理活動にご尽力されている

安全功績賞
（職長）

・建築支店安全表彰受賞会社
・安全衛生管理活動にご尽力されている

こ
の
全
て
の
元
に
な
る
の
が
、

作
業
所
長
か
ら
の
推
薦
に
な
り
ま
す
。

⑤ 本日の表彰について

この後、表彰式が予定されています。
受賞される協力会社さん、職長さん、おめでとうございます。



以上をもちまして、
安全推進部からの

説明を終わります。

ご安全に！
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